


人工呼吸器を使用中、回路の接続が外れていた、または緩んでいたため患者に影響
があった事例が３9件報告されています（集計期間：２０１７年１月１日～２０２１年５月
31日）。この情報は、第６４回報告書「再発・類似事例の分析」で取り上げた内容をもと
に作成しました。
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人工呼吸器の回路の接続が外れ、患者に影響が
あった事例が報告されています。

人工呼吸器の回路の
接続外れ

接続が外れた部位と件数

7件

◆接続が外れた、または緩んだ部位が不明の事例が4件あります。
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https://www.med-safe.jp/pdf/report_2020_4_R002.pdf
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・人工呼吸器の「分時換気量低下」「低換気」「下限圧」のアラーム
が鳴った時は、患者の胸郭の動きと回路の接続部を確認する。

上記は一例です。自施設に合った取り組みを検討してください。

事例が発生した医療機関の取り組み

事 例 1 
看護師は、勤務開始時に人工呼吸器の回路の接続部に緩みがないかを手で触れて
確認することになっていたが、ナースコールの対応に追われ目視のみで確認した。
その後、患者のSpO2低下のアラームが鳴ったため看護師が訪室したところ、患者は
顔面蒼白で、SpO2は50％台であり、気管切開チューブと回路の接続が外れていた。

事 例 2 
患者のSpO2が80％台後半まで低下し、分時換気量低下のアラームが鳴っていた
ため、看護師は気管吸引を実施した。SpO2が上昇しないため、リーダー看護師が
回路を確認したところ、回路と加温加湿器の接続が外れていた。


